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【特色ある地域づくりの総合的な推進】
　2004年度は、羽田空港への連絡路に関する調査や関係機関との調整を行うとともに、都市再生緊急整備地
域に指定されている川崎殿町・大師河原地域を含む塩浜周辺地区の整備計画（案）を取りまとめました。また、
県央・湘南都市圏において、東海道新幹線新駅の寒川町倉見地区への誘致を進めるとともに、新駅誘致地区を中
心とするツインシティの整備について、都市計画決定に向け、まちづくりの事業調査などを平塚市、寒川町と共
同で実施したほか、平塚側・寒川側をつなぐ新橋など骨格となる交通施設の調査検討などを行いました。水源地
域づくりに関しては、上下流住民の交流・連携を目的とした交流事業を展開するとともに、地域資源を活用した
交流イベントの開催や交流促進施設の整備に対する支援を実施しました。
　2005年度は、引き続き、羽田空港への連絡路の整備に向けた検討や、塩浜周辺地区のまちづくりに向けた
取組みを行います。また、ツインシティ整備については、引き続き、まちづくりや新橋についての調査などを進
めるとともに、環境共生モデル都市にふさわしい施設などの調査検討を行います。水源地域づくりに関しては、
引き続き交流事業を展開するとともに、地域資源を活用した交流イベントの開催や交流促進施設の整備に対する
支援を行います。 （企画部、県土整備部）

【適正で合理的な土地利用の推進】
　2004年度は、土地利用などについて、全県にわたる詳細な実態を把握し、都市計画決定・変更などを行う
ための基礎調査を行いました。また、第６回線引き（区域区分）見直しの基本方針の策定に必要な検討調査を行
いました。
　2005年度も引き続き、同様の取り組みを行うとともに、都市計画道路見直しに必要な調査検討を行います。
 （県土整備部）

【都市基盤整備を支えるシステムの充実】
　2004年度は、都市基盤整備に伴い発生する建設発生土の適正処理を推進しました。また、神奈川県土砂の
適正処理に関する条例に基づき土砂の違法投棄の未然防止及び適正処理を推進しました。
　2005年度も引き続き、同様の取組みを行います。 （県土整備部）

【地域の活力を支える公共交通網の整備】
　2004年度は、環境共生モデル都市圏の南北方向の交通軸となる相模線の複線化について、段階的な整備に
向けた検討などを行いました。また、羽田空港の再拡張・国際化の早期実現に向けた国への要望などを行いまし
た。さらに、乗合バス事業の需給調整規制廃止に伴う生活交通の確保に向け、地域協議会における協議結果など
を踏まえて実施される生活交通確保対策に対し、必要な支援を行いました。
　2005年度は、八都県市首脳会議などの場において、一層の国際化に向けて、首都圏における羽田空港のあ
り方などについて検討を行います。また、生活交通の確保に向け、引き続き、同様の取組みを行います。
 （企画部、県土整備部）

【多様な交流を支える道路網の整備】
　2004年度は、県土構造の骨格となるさがみ縦貫道路など自動車専用道路網の整備促進を図るとともに、イ
ンターチェンジに接続する道路の整備を進めました。また、都市や地域内の連絡を強化する幹線道路網の整備や、
地域分断・交通ボトルネック＊を解消するための橋りょう整備、鉄道との立体交差化を進めました。
　2005年度も引き続き、同様の取組みを行います。 （県土整備部）
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【先導的な都市拠点の整備】
　2004年度は、東海道新幹線新駅誘致地区を中心とするツインシティの整備について、都市計画決定に向け、
まちづくりの事業調査などを平塚市、寒川町と共同で実施したほか、平塚側・寒川側をつなぐ新橋など骨格とな
る交通施設の調査検討などを行いました。
　2005年度は、ツインシティの整備について、引き続き、まちづくりや新橋についての調査などを進めると
ともに、環境共生モデル都市にふさわしい施設などの調査検討を行います。 （県土整備部）

【地域の個性を生かした市街地の整備】
　2004年度は、自然や個性あふれる地域の特性を生かしたまちづくり、市街地再開発事業及び土地区画整備
整理事業など都市基盤の整備を積極的に進めました。中でも、地域の魅力の向上、防災上危険な密集市街地の解
消、空洞化の進む中心市街地や産業系市街地の活性化などを図り、安全で安心できる市街地の形成、美しくうる
おいのある都市環境の創出を図りました。
　2005年度も、引き続き、同様の取り組みを行います。 （県土整備部）

【豊かで多様な住まいづくり】
　2004年度は、住宅に困窮する低額所得者などに対する良好な住環境の提供を図るため、県営住宅の直接建
設や民間活力を活用した買取方式などにより県営住宅の供給を行いました。また、昭和40年代に大量に建設さ
れた老朽住宅のトータルリモデル事業（全面・個別改善）を実施し、ストックの有効活用を図りました。
　2005年度も引き続き、同様の取組みを行います。 （県土整備部）

【快適な生活を支える上・下水道の整備・充実】
　2004年度は、安定給水の確保のため、老朽化した水道管を鋳鉄管などに取り替えるとともに、災害時など
に備えて、水源間の相互融通化などを行ったほか、浄水場施設の安全性を一層高めるため、寒川浄水場の沈殿池
などに太陽光発電設備を備えた覆

ふくがい

蓋を新設しました。また、相模川、酒匂川流域下水道の整備推進を図るととも
に、市町村が実施する公共下水道の整備を支援し、公共用水域の水質の保全を図りました。
　2005年度も引き続き同様の取組みを行います。 （企業庁、県土整備部）

【みどり豊かで美しいまちづくり】
　2004年度は、県民のいこいの空間となる都市公園などを様々な手法を活用しながら整備するとともに、新
たな利用者ニーズに対応した既設公園の再整備をはじめ、公園施設のユニバーサルデザイン化＊、防災機能の強化、
新エネルギーの活用などにより公園機能の充実を図り、魅力ある都市公園などを整備しました。また、景観法の
施行を踏まえ、県、市町村と連携して検討などを行いました。
　2005年度は、景観条例の制定作業などを行います。 （県土整備部）

【自然環境に配慮したまちづくり】
　2004年度は、県央・湘南都市圏環境共生モデル都市づくり推進要綱に基づき、環境共生型に誘導する事業
に対して支援などを行うとともに、環境と共生する都市づくりの普及啓発を図りました。
　2005年度も引き続き、同様の取組みを行います。 （県土整備部）


